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平成１７年 ９月２２日 
各  位 
 
                                会 社 名  黒崎播磨株式会社 
                                代表者名  取締役社長 平岡 照祥 
                                 （コード番号 ５３５２東証１，福証） 
                                問合せ先  取締役総務人事部長 石丸 誠 
                                 （TEL． ０９３－６２２－７２２４） 
 
 

業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向を踏まえ、平成１７年５月１２日の決算発表時に公表した平成１８年３月期（平成１７年４月 
１日～平成１８年３月３１日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．平成１８年３月期中間業績予想数値の修正（平成１７年４月１日～平成１７年９月３０日） 
                                         （単位：百万円、％） 
 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ）    ３７，０００     １，４００      ８００ 

今 回 修 正 予 想（Ｂ）    ３７，６００     １，９００    １，１００ 

増 減 額（Ｂ－Ａ）       ６００       ５００      ３００ 

増 減 率（％）       １．６      ３５．７     ３７．５ 
（ご参考） 
前期実績（平成17年３月期中間期）    ３５，０５１     １，１５７      ４０２ 

 
 
２．平成１８年３月期中間連結業績予想数値の修正（平成１７年４月１日～平成１７年９月３０日） 
                                         （単位：百万円、％） 
 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ）    ４２，５００     ２，４００    １，４００ 

今 回 修 正 予 想（Ｂ）    ４３，２００     ３，０５０    １，７００ 

増 減 額（Ｂ－Ａ）       ７００       ６５０      ３００ 

増 減 率（％）       １．６      ２７．１     ２１．４ 
（ご参考） 
前期実績（平成17年３月期中間期）    ４０，７６８     ２，３２０      ５４０ 
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３．平成１８年３月期通期業績予想数値の修正（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 
                                         （単位：百万円、％） 
 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ）    ７４，０００     ２，９００    １，７００ 

今 回 修 正 予 想（Ｂ）    ７４，８００     ３，４００    １，９５０ 

増 減 額（Ｂ－Ａ）       ８００       ５００      ２５０ 

増 減 率（％）       １．１      １７．２     １４．７ 
（ご参考） 
前期実績（平成17年３月期）    ７１，８００     ２，０１２      ８９６ 

 （参考） １株当たり予想当期純利益（通期） ２２円２６銭 
 
４．平成１８年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 
                                         （単位：百万円、％） 
 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ）    ８５，６００     ４，９００    ２，８００ 

今 回 修 正 予 想（Ｂ）    ８６，４００     ５，５００    ２，９５０ 

増 減 額（Ｂ－Ａ）       ８００       ６００      １５０ 

増 減 率（％）       ０．９      １２．２      ５．４ 
（ご参考） 
前期実績（平成17年３月期）    ８２，２１４     ４，１７７    １，５３２ 

 （参考） １株当たり予想当期純利益（通期） ３３円６８銭 
 
５．修正の理由 
 （１）個別中間期の業績につきましては、売上高は概ね前回予想通りとなりますが、経常利益は耐火物の高付 
   加価値品へのシフト、生産性向上によるコストダウン、値上がり前原料の備蓄効果などにより、前回予想 
   に比べ３５．７％の増益となる見込みです。中間純利益につきましては、前述の経常利益増により、前回 
   予想に比べ３７．５％増益となる見込みです。 
    また、連結中間期の業績につきましても、上記個別中間期と同様、売上高は概ね予想通り、経常利益は 
   ２７．１％の増益、中間純利益は２１．４％の増益となる見込みです。 
 
（２）通期の個別業績は、引き続き自助努力により収益改善に努めて参りますが原料価格の上昇は未だ継続して 
  おり、加えて為替の動向や原油価格の高騰なども憂慮される状況にあり、最終的には前回予想に対して、売 
  上高は１．１％の増収、経常利益は１７．２％の増益、当期純利益は１４．７％の増益となる見込みです。 
   また、通期の連結業績につきましても個別と同様、売上高は０．９％の増収、経常利益は１２．２％の増益、 
  当期純利益は５．４％の増益となる見込みです。 

 
６．配当に対する考え方 
 当社は業績を主体に経営環境等を総合的に勘案して決定することとしており、中間配当につきましては実 
施を見送らせていただき、当期末配当につきましては、年度決算時点で検討することと致したく存じます。 
 
                                            以 上 


